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情報化施工の普及推進について

1. 情報化施工を巡る国交省の動向

2. 普及促進に向けた主な取組

3. 情報化施工の試験施工

4. 情報化施工の実用化に向けて

5. おわりに
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H13.3 「情報化施工のビジョン」の策定

情報化施工の実現に向けた提言がとりまとめられ、各種の試行工事が展開。

○「TS・GPSを用いた盛土の締固め情報化施工管理要領（案）」（H15.12）

○「施工管理データを搭載したTSによる出来形管理要領（案）」（H20.3）

H19.5 「国土交通省イノベーション推進大綱」の策定
※「施工の情報化の推進」が位置付け

H20.2 「情報化施工推進会議」の設置
※産学官で構成 【委員長：建山和由 立命館大学教授】

H20.7 「情報化施工推進戦略」の策定

H21.3 「国土交通省CALS/ECｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」の策定
※目標－④情報化施工の普及促進による品質向上

H21.3 「社会資本整備重点計画」の策定
※「情報化施工等の普及促進」が記載

情報化施工を巡る国土交通省の動き情報化施工を巡る国土交通省の動き
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CALS/ECアクションプログラム2008
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CALS/ECアクションプログラム2008

「情報化施工推進会議」及び中部地整
「建設ICT導入研究会」と連携
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社会資本整備重点計画

②ICT等を活用した社会資本の高度化

「（中略）

特に、施工現場におけるICT
を活用した施工（情報化施
工）については一般的な工
事への普及を促進する。」
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施工を取り巻く状況の変化施工のＩＣＴに関する取組み建設事業を取り巻く課題

『情報化施工推進戦略』の策定（H20.7）

情報化施工のビジョン策定

一部実用化してはいるものの、
国内では普及には至っていない

ＩＣＴの進展と
イノベーションの推進

発注環境の変化

熟練技術者・技能者の不足

（H13.3）

建設施工のイノベーションを実現する情報化施工の戦略的な普及方策が必要

（現状）

・技術開発
・試験施工
・施工管理基準類の
整備

生産効率の向上

施工現場の安全確保

地球温暖化問題（CO2削減）

・一般競争入札、総合評価方式等

国内外における競争力の向上
・特に土工、舗装工等で普及

品質確認の重要性の高まり
・品確法、施工プロセス検査等

・国土交通省ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進大綱

社会資本の補修・
維持管理費の増大

第６章 推進戦略の実行体制とフォローアップ

第５章 重点目標とロードマップ

第２章 情報化施工技術と普及のメリット

情報化施工推進戦略の構成

第４章 情報化施工の普及に向けた課題と対応方針

第３章 情報化施工を巡る国内外の動向
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情報化施工の導入により期待できる効果情報化施工の導入により期待できる効果

生産効率の向上 効率的な施工（工期短縮・省エネルギー化）

熟練技術者・技能者の不足

施工現場の安全確保

地球温暖化問題

熟練オペレータと同等以上の施工精度
（自動制御）

建設機械関連の事故の減少

技術競争力の強化（品質向上・工期短縮）

燃料等の使用量を削減

国内外における競争

確実な品質チェック（施工データの活用）品質確保の重要性の高まり

カルテに基づく管理（施工データの活用）
社会資本の補修・維持管理費
の増大

建設施工を取り巻く課題 情報化施工により期待できる効果
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諸外国の事例（欧州：スウェーデン、ドイツ）

スウェーデンの道路工事の例

ドイツの道路舗装工事の例

スウェーデン

ドイツ

・人口が少なく、監督・検査の省力化が必要。ＩＣＴ導
入により、監督業務の軽減・効率化を実現

・10年前から３Ｄデータを施工に活用。国も施策とし
て後押し。

・政府がネットワーク型RTK-GPSの基準点を整備し、
公共事業では無償でデータ利用可

・イエテボリ市では、道路工事において情報化施工を
使用することを仕様書明示されている。

【ライン州道路公社の例】

・７年前からICT施工に取り組んでいる。

・ICT導入により、品質の確保、透明性の高い経理処
理、関係者間の協調体制の構築を図れた。

・検査はICTのデータ等で実施し、省力化が図られる。

・出来高により支払い。施工量の計算にICT活用。

・３D-CADを実際に使用して積算業務も
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情報化施工の普及に向けた課題①

工事発注者

課題１ 施工管理要領やマニュアルの整備

課題２ 情報化施工に対応した新たな施工管理手法及び規格値

課題３ 施工管理、監督・検査の合理化

課題４ 監督・検査体制の検討

課題１ 施工管理要領やマニュアルの整備

課題２ 情報化施工に対応した新たな施工管理手法及び規格値

課題３ 施工管理、監督・検査の合理化

課題４ 監督・検査体制の検討

①施工管理手法および監督・
検査の情報化施工への対応

課題５ 発注者にとって有用な施工管理データの考え方の検討

課題６ 受発注者間での共有データの取り扱いルールの構築

課題５課題５ 発注者にとって有用な施工管理データの考え方の検討発注者にとって有用な施工管理データの考え方の検討

課題６課題６ 受発注者間での共有データの取り扱いルールの構築受発注者間での共有データの取り扱いルールの構築

②施工管理データの受発注者
間の共有

課題７ 各種の情報化施工技術の品質・コスト評価

課題８ 情報化施工に適した条件の整理

課題９ 施工効率（生産性）の評価

課題７課題７ 各種の各種の情報化情報化施工技術の品質・コスト評価施工技術の品質・コスト評価

課題８課題８ 情報化施工に適した条件の整理情報化施工に適した条件の整理

課題９課題９ 施工効率（生産性）の評価施工効率（生産性）の評価

③総合評価方式における技術
提案に対する適正な評価

課題１０ 新たな土の締固め基準の研究

課題１１ 施工精度の向上による新たな舗装基準の研究

課題１２ ダム施工における施工余裕率低減に関する研究

課題１０課題１０ 新たな土の締固め基準の研究新たな土の締固め基準の研究

課題１１課題１１ 施工精度の向上による新たな舗装基準の研究施工精度の向上による新たな舗装基準の研究

課題１２課題１２ ダム施工における施工余裕率低減に関する研究ダム施工における施工余裕率低減に関する研究

④情報化施工を前提とした設
計基準の見直し

課題１３ 建設機械への入力用設計データ作成の合理化課題１３課題１３ 建設機械への入力用設計データ作成の合理化建設機械への入力用設計データ作成の合理化⑤情報化施工に必要な３次元
データ作成における設計業
務との連携

課題１４ 出来高部分払いへの応用

課題１５ 道路土工と舗装工の出来形データの連携

課題１６ 施工データの維持管理への活用方策の調査・研究

課題１４ 出来高部分払いへの応用

課題１５ 道路土工と舗装工の出来形データの連携

課題１６ 施工データの維持管理への活用方策の調査・研究
⑥施工データの有効活用
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情報化施工の普及に向けた課題②

施工企業等

課題１７ 技術情報の収集・整理

課題１８ 海外事例の調査

課題１９ 用語の定義・統一

課題１７課題１７ 技術情報の収集・整理技術情報の収集・整理

課題１８課題１８ 海外事例の調査海外事例の調査

課題１９課題１９ 用語の定義・統一用語の定義・統一

① 分かりやすい技術情報の提供

課題２０ 情報化施工に対する建設機械の普及促進

課題２１ ユーザが容易に調達できる環境の整備

課題２０課題２０ 情報化施工に対する建設機械の普及促進情報化施工に対する建設機械の普及促進

課題２１課題２１ ユーザが容易に調達できる環境の整備ユーザが容易に調達できる環境の整備

② ハード・ソフトの普及促進

共通

課題２２ 研修内容の整理

課題２３ 研修体制の確立

課題２４ 資格制度の創設に向けた検討

課題２２課題２２ 研修内容の整理研修内容の整理

課題２３課題２３ 研修体制の確立研修体制の確立

課題２４課題２４ 資格制度の創設に向けた検討資格制度の創設に向けた検討

① 技術者の育成

② 標準化の推進 課題２５ 標準化（国際規格、国内規格、業界規格）の推進

課題２６ データ交換標準の運用体制の整備

課題２５課題２５ 標準化（国際規格、国内規格、業界規格）の推進標準化（国際規格、国内規格、業界規格）の推進

課題２６課題２６ データ交換標準の運用体制の整備データ交換標準の運用体制の整備

③ 普及のための情報発信 課題２７ 情報発信の強化

課題２８ 情報化施工の導入現場の公開

課題２７課題２７ 情報発信の強化情報発信の強化

課題２８課題２８ 情報化施工の導入現場の公開情報化施工の導入現場の公開
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情報化施工推進の重点目標

① 情報化施工の普及に関する重点目標

直轄の道路土工、舗装工、河川土工の各工事について、大規模の工事では2010
年度までに、中・小規模の工事では2012年度までに、情報化施工を標準的な施工・
施工管理方法として位置づける。

②機器・システムの普及に関する重点目標

情報化施工機器を容易に装着できるオプション設定機種の拡大する。さらに、重点
目標①の実現のために必要となる情報化施工機器を搭載した建設機械（ブルドーザ、
グレーダ、油圧ショベル）の普及を図る。

③人材育成に関する重点目標

重点目標①の実現のために必要となる情報化施工機器・システムに対応できる人
材を育成する。（2012年度までに1,000人以上）
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ロードマップ

技術開発 情報化施工への施工
管理基準等の適合

積算資料
類の整備

普及に向けた
課 題

Ⅰ．試験施工
（技術検証）

工
事
発
注
者
の
課
題

施
工
企
業
等
の
課
題

共
通
の
課
題

①施工管理手法及び
監督・検査の情報
化施工への対応

④情報化施工を前提
とした設計基準の
見直し

③総合評価方式にお
ける技術提案に対
する適正な評価

②施工ﾃﾞｰﾀの受発注
者注者間の共有

⑥施工ﾃﾞｰﾀの有効活
用

⑤情報化施工に必要
な３次元ﾃﾞｰﾀ作成
における設計業務
との連携

①分かりやすい技術
情報の提供

②ハード・ソフトの普
及促進

①技術者の育成

③普及のための情報
発信

②標準化の推進

普及促進

Ⅱ．施工管理要領
等の整備

新たな設計
基準の策定

維持管理への
施工ﾃﾞｰﾀの活用

施工データの
利用拡大

Ⅲ．試験施工
（普及促進）

情報化施工技術の
評価項目の設定

設計の３次元
ﾃﾞｰﾀ化

人材育成

国際標準・国内標準・業界標準

情報発信

標準化、ﾘｰｽ・ﾚﾝﾀﾙの拡大

技術情報の収集、用語統一

２次元CADから

３次元ﾃﾞｰﾀの
作成支援ﾂｰﾙ

標
準
的
な
施
工
・施
工
管
理
方
法
と
し
て
位
置
付
け
（大
規
模
工
事
２
０
１
０
年
・中
小
規
模
工
事
２
０
１
２
年
）

施工ﾃﾞｰﾀの受発
注者注者間の共有

ステージ１ ステージ２
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普及促進に向けた主な取組

① 発注者の人材育成

情報化施工見学会、職員研修、講習会等の開催

② 地方整備局における推進体制
・地方整備局内での推進体制の整備（含計画中）

東北：情報化施工推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（案）、北陸：情報化施工推進会議

中国：情報化施工推進部会、九州：情報化施工実施部会（案）など

・産官学等との連携による推進組織

北海道：情報化施工推進検討ＷＧ、近畿：情報化施工検討ＷＧ（仮称）

中部：建設ICT導入研究会など

・情報化施工の普及、情報発信

出前講座：業団体、県職員への講演 記者発表：H21試行工事など

情報化施工見学会（中部地方整備局：建設ＩＣＴ導入研究会ＨＰより）

情報化施工見学会（H21.7月末まで：延べ１４回、422名参加）

職員研修、講習会、勉強会

・情報化施工に関する職員研修を実施

・整備局内に情報化施工実施部会などを設置し勉強会を実施

・事務所における検討会を設置（中部技術事務所建設ＩＣＴ検討会など）

各種会議における説明・意見交換
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発注者側での人材育成の実績と計画

各地方整備局で計画中

（中部はすべてのH21モデル工事で実

施予定）

延べ１４回数

延べ４２２人数
情報化施工

見学会

JCMA情報化施工研修会：１５０名（官民全体）外部研修会等

機械化協会との協同による地方での研
修会

【中部】建設ＩＣＴ展

【中部】

「建設ＩＣＴ向上ｾﾐﾅｰ」４４名（官民全体）

「ＩＣＴｼﾝﾎﾟｼﾞｭｰﾑ」３００名（官民全体）

【近畿】【九州】

「出張所長監督官会議」「副所長会議」

講習会・勉強会

【東北】

「品質確保技術研修Ⅰ」

（事務所・出張所係長対象）（３１名）

【関東】

「実践研修（情報化施工）」

【近畿】

「ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ会議（機械系職員）」

【四国】

「新任監督検査・新任係長研修」

【九州】

「品質確保研修」

【東北】

「品質確保技術研修Ⅱ」

（出張所長・監督官対象１６名）

「情報化施工体験ｾﾐﾅｰ」（１９名）

【関東】

「実践研修（情報化施工）」（１２名）

【北陸】
「建設マネジメント技術研修」（２３名）

【近畿】

「ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ会議（機械系職員）」（２８名）

「新工法・新技術研修」（１２名）

【九州】

「品質確保研修」（出張所長・監督官対象１８名）

職員研修

今後の予定これまでの実績（H21.７まで）
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導入インセンティブ ～工事成績評定点への反映～

請負工事成績評定要領の運用の一部改正について（国官技第２９３号平成２
１年３月２４日付）」において、「情報化施工」を実施した場合の加点評価が以

下のとおり示された。

主任技術評価官の評価点
考査項目；５．創意工夫
細 別；Ⅰ．創意工夫
工夫事項；【施工】

□ ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した情報化施工を取り入れた工事

※本項目は２点の加点とする。
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情報化施工機器購入等の融資制度

中小企業（資本金３億円以下又は従業員３００人以下）の建設業者であれば以下の
額の範囲内でご利用可能です

長期固定の低利融資制度で、特別利率①を適用されます

設備を賃借する場合もご利用可能です

情報化施工により、施工の効率化、合
理化を図る場合には、当該関連機器の
購入、賃借の際、㈱日本政策金融公庫
の低利・長期の融資制度の対象となり
ます。

直接貸付：７億２千万円、代理貸付：１億２千万円（民間金融機関による代理貸付）

企業活力強化貸付制度（ＩＴ活用促進資金）

※中小企業事業：１．４５％ 国民生活事業：１．８０％（貸付期間５年以内の場合、２１年７月現在）

問い合わせ・ご相談 ㈱日本政策金融公庫へ
http://www.c.jfc.go.jp/jpn/search/40.html

※本制度は保証人が必要となります（ただし、一定の要件を満たす場合、保証人免除特例の適用もあ
ります）。原則担保が必要ですが、審査により徴さない場合もあります。

※建設機械本体は本制
度の対象となりません

（例）ブルドーザのマシンコントロールシステム

③トータルステーション
（自動制御・出来形計測用）

受光器

排土板

自動制御
ブルドーザ本体ブルドーザ本体
（建設機械）（建設機械）

①制御システム
車載モニター

②制御装置の取付改造

（例）ブルドーザのマシンコントロールシステム

③トータルステーション
（自動制御・出来形計測用）

受光器

排土板

自動制御
ブルドーザ本体ブルドーザ本体
（建設機械）（建設機械）

①制御システム
車載モニター

②制御装置の取付改造

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism
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平成21年度の試験施工の実施予定（H21.9末現在）

１４３

（２０５）

１６

（１７）

７

（１１）

１

（１）

０

（１）

５

（７）

３６

（５１）

３７

（６１）

４１

（５６）

９６

（１３３）

計
（含計画中）

（６２）

（１）

（４）

（０）

（１）

（２）

（１５）

（２４）

（１５）

（３７）

計画中

３１８５０２その他（ICタグ、ｱｽﾌｧﾙﾄ
舗装温度他）

１２

０

０

０

１

２

１

０

８

構造物

００７００⑦ＴＳによる路盤工の出来
形管理技術

平成２０年度

（参 考）
ダム舗装工

（路盤工）
道路土工河川土工

７００２０④マシンガイダンス技術
（バックホウ）

１８０８１０１６③ＴＳによる出来形管理技
術

０００００⑤加速度応答による締め
固め管理技術

１０１２６７７①マシンコントロール

/マシンガイダンス技術

３１

１

１１

２３

５２５４８４７計

００００⑥盛土の捲き出し厚さ管
理技術

１４３２２０②ＴＳ・ＧＰＳによる締固め
管理技術

３９３３３２９

実施工種

工事件数

技 術 名

１４３

（２０５）

１６

（１７）

７

（１１）

１

（１）

０

（１）

５

（７）

３６

（５１）

３７

（６１）

４１

（５６）

９６

（１３３）

計
（含計画中）

（６２）

（１）

（４）

（０）

（１）

（２）

（１５）

（２４）

（１５）

（３７）

計画中

３１８５０２その他（ICタグ、ｱｽﾌｧﾙﾄ
舗装温度他）

１２

０

０

０

１

２

１

０

８

構造物

００７００⑦ＴＳによる路盤工の出来
形管理技術

平成２０年度

（参 考）
ダム舗装工

（路盤工）
道路土工河川土工

７００２０④マシンガイダンス技術
（バックホウ）

１８０８１０１６③ＴＳによる出来形管理技
術

０００００⑤加速度応答による締め
固め管理技術

１０１２６７７①マシンコントロール

/マシンガイダンス技術

３１

１

１１

２３

５２５４８４７計

００００⑥盛土の捲き出し厚さ管
理技術

１４３２２０②ＴＳ・ＧＰＳによる締固め
管理技術

３９３３３２９

実施工種

工事件数

技 術 名

注１）工事件数については現時点での計画であり、今後発注状況によって変わる可能性がある。
注２）各技術の導入件数合計は、１工事で複数の技術を導入する場合があるため、工事件数と一致しない。
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20年度試験施工 調査結果概要【暫定版】

調査実施工種

○ 試験施工実施件数（２０年度）： ４０件

内、調査票回収工事件数： ２３件（Ｈ２１．６末時点）

○ 工事工種： 河川土工８件、道路土工５件、舗装工７件、ダム３件

○ 試験施工実施技術

【６件】

【６件】

【８件】

【５件】
【２件】

試験施工実施技術の件数（全２７件※）
※ひとつの工事で複数技術導入有り

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism
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20年度試験施工 調査結果概要（請負業者）

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

0 2 4 6 8 10 12

その他

舗装工（路盤工）

道路土工

河川土工

件数

Ａランク Ｂランク Ｃランク Ｄランク

Ｎ＝２３

（ダム他）

Ａは全て「ｱｽﾌｧﾙﾄ
鋪装工事」

Ｃは「一般土木工」

情報化施工経験数

８社中1社

５社中1社

７社中６社

３社中３社

対象工種と請負者の区分

○ 試験施工工種と請負業者ランク

・河川、道路土工は、Ｃクラスの業者の割合が多い

・舗装工は、Ａランク（アスファルト舗装工）の業者が多く、情報化施工経験率も高い
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20年度試験施工 調査結果概要（過去の実績等）

○ 適用技術に対する過去の実績

 

N=21 N=21 N=21 N=21

 
A.マシンガイダンス技術

①
25%

②
25%

④
25%

⑤
0%

③
25%

B.マシンコントロール技術

①
50%

②
17%

④
0%

⑤
0%

③
33%

N=4 N=6 N=8 N=16

○ 機械・機器の保有状況

・試験施工請負業者の中で、情報化施工技術の実績のある会社の割合は、14～38％

・ＭＣ技術適用工事で実績を有する会社の割合が高く、60件を超える施工実績を有する会社も有り

・回答のあった会社のうち、約６割が情報化施工の機械・機器を自社持ち、又は下請け企業持ち

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

ＭＬＩＴ

21

20年度試験施工 調査結果概要（情報化施工による効果）

○ 情報化施工による効果（アンケートによる事後評価結果）

 

N=55

回答件数

回答件数

請負業者

監督職員

・導入効果は、施工ミスの
低減と施工精度の向上、品
質確保、施工効率の向上
が多い

・ＭＣ／ＭＧ、ＴＳによる出来
形管理では、熟練オペレー
タ不足への対応や丁張り作
業の軽減の効果も見られる

・導入効果は、施工ミスの
低減と施工精度の向上、品
質確保が多い

・ＭＣやＴＳによる出来形管
理では、施工効率の向上の
効果も多い
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試験施工による導入効果の検証①

情報化施工の作業効率

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism
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試験施工による導入効果の検証②
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試験施工による導入効果の検証③

情報化施工の施工品質(平坦性)情報化施工の施工品質(平坦性)

モータグレーダのマシンコントロールによる平坦性は規格値の1/3以内に収まる

路盤工の平坦性路盤工の平坦性

１件の工事のデータ
○モータグレーダのＭＣ
○下層路盤の敷均し
○施工規模18,980ｍ2
○計測延長 1320ｍ
○計測点数 32点
○規格値 ：±40mm
○業者ランク 舗装Ａ
○情報化施工経験：4工事

１件の工事のデータ
○モータグレーダのＭＣ
○下層路盤の敷均し
○施工規模18,980ｍ2
○計測延長 1320ｍ
○計測点数 32点
○規格値 ：±40mm
○業者ランク 舗装Ａ
○情報化施工経験：4工事

凡例
最大値
平均値
最小値

凡例
最大値
平均値
最小値

規格値±40mm

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism
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20年度試験施工 調査結果概要（３次元データ作成）

○ ３次元設計データ作成に手間を感じるか？

Ｐ

 
A｡マシンガイダンス技術

なし
0%

あり
100%

B｡マシンコントロール技術

なし
60%

あり
40%

D｡TS･GPSによる

締固め管理技術

あり
50%

なし
50%

N=3 N=5 N=7 N=8

○ 設計図面を３次元設計データに直接利用可能か？

Ｐ

 
A｡マシンガイダンス技術

可
0%

否
100%

B｡マシンコントロール技術

可
60%

否
40%

N=3 N=5 N=8 N=9

・多くの業者が、３次元設計データの作成に手間を感じている

・現場によっては、設計図面を直接利用可能な工事も見られる。
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20年度試験施工 調査結果概要（発注者によるデータ利用）

○ 監督業務において情報化施工での取得データの利用
 

A.マシンガイダンス技術

はい
0%

いい

え
100%

B.マシンコントロール技術

はい
33%

いい

え
67%

N=1 N=3 N=3 N=6

○ 検査業務において情報化施工での取得データの利用
 

A.マシンガイダンス技術

いい

え
100%

はい
0%

B.マシンコントロール技術

いい

え
100%

はい
0%

N=1 N=1 N=4 N=6

・情報化施工の取得データの監督・検査業務での利用の割合は、全体で約半数程度

・出来形管理、締固め管理でのデータが利用されていない工事も有り

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism
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20年度試験施工 調査結果概要（発注者側の評価）

○ 監督・検査業務において情報化施工を適用することの評価

 

N=20 N=11

・監督・検査業務において、約半数が情報化施工適用の効果を感じている
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20年度試験施工 調査結果概要（主な意見）

〔主なメリット〕

・施工ミスの低減

・施工品質（平坦性）が格段に向上

・転圧回数が視覚的に判断できる

・熟練オペ不足への対応

〔主な課題〕

・ＧＰＳ受信、無線通信が途切れる

・機器類の耐久性

・購入、調達費用が高価

・技術者の不慣れ（機器、データ作成）

・３次元データの活用

〔主なメリット〕

・全般的な施工性、品質の向上

・リアルタイムなデータ確認

・安全性の向上（検測作業など）

〔主な課題〕

・技術者育成

・調達費用が高価

・情報化施工に対応した施工管理基準
の周知、現行基準との差違

・データの不正防止

発注者側
（監督・検査職員）

請負者側
（現場代理人等）

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism
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情報化施工の実用化に向けて

Ⅰ．情報化施工技術【実用段階技術※】
1）監督・検査の効率化を図る技術

■ 土木工事において工事目的物の品質確保、施工の省力化によるコスト縮減等の効果が受発注
者ともに期待できる情報化施工技術については、その実用化に向けて課題とその対応策、導入効
果等を試験施工を実施して検証し、標準的な技術として実用化を図るものである。

■ 実用化（標準化）に向けての進め方（案）

1．試験施工の実施

・目的及び効果検証の周知

・要領案等の周知

2．導入効果等の検証

・効果等の確認・検証

・課題、問題点の検討

及び処理

3．実用化に向けての調整

・要領案等の修正
・実施方針等の策定
・実用化に向けた調整

実用化
（標準的な施工、
施工管理法）

2）施工の効率化を図る技術

③加速度応答による締固め管理技術
④盛土の捲きだし厚さ管理技術
⑤TSによる路盤工の出来形管理技術

①TS・GPSによる締固め管理技術
②TSによる出来形管理技術

①マシンコントロール
/マシンガイダンス技術

1．試験施工の実施

・導入技術の検証

2．実用化への課題

・課題、問題点の把握

・要領案等の策定

3．導入効果等の検証

・課題、問題点の検討

及び処理

・効果等の把握、検証

4．実用化に向けての調整

・要領案等の修正
・実施方針等の策定
・実用化に向けた調整

Ⅱ．情報化施工技術【試行段階技術】
1）監督・検査の効率化を図る技術

※実用段階技術とは、要領等の整備がある程度整い、効果確認等の最終確認段
階にある技術を示す。

技術による効果等から対象技術の抽出
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今後に向けて

情報化施工を識る

情報化施工を活かす

情報化施工の環境を整える

ルールを見直す

ツールを増やす

技術者を増やす
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